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開会のあいさつ：藤巻久之会長

会場：三条市中央公民館

研
修
テ
ー
マ

「
つ
ど
う
・
ま

な
ぶ
・
む
す
ぶ
」

公
民
館
の
新
た

な
可
能
性

～
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
の
中
で

の
公
民
館
の
あ

り
方
を
探
る
～

講　

師

大
野�

め
ぐ
み�

様

　

�

に
い
が
た
Ｎ
Ｇ

Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
国
際
教
育
研

究
会
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ　

メ
ン
バ
ー

関　

愛�

様

　

に
い
が
た
Ｎ
Ｇ

Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
国
際
教
育
研
究
会
Ｒ
Ｉ

Ｎ
Ｇ　

企
画
副
委
員
長

研
修
内
容

⑴�
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

つ
い
て

⑵�

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
１

　

�「
地
域
資
源

に
つ
い
て
考

え
る
」

⑶
事
例
共
有

　

①�

見
附
市
中
央
公
民
館　
「
公
民
館
事
業

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た

事
例
」

　

②�

三
条
市
中
央
公
民
館　
「
既
存
の
事
業

を
例
に
ど
の
よ
う
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
組

み
込
む
か
視
点
を
探
る
」

⑷�

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視

点
で
つ
く
る
公
民
館
事
業�

プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
シ
ー
ト
の
作
成
」

　

中
越
地
区
公
民
館
職
員
研
修
会
が
、
８

月
24
日
㈫
三
条
市
中
央
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
に
よ
る
研
修
で
、

中
越
地
区
14
市
町
村
の
公
民
館
職
員
55
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

開　

会

　

藤
巻�

久
之�

中
越
地
区
公
民
館
連
絡
協
議

会
会
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
研
修
が
始

ま
り
ま
し
た
。
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催
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特集

十日町市越後妻有文化ホール  段十ろう

受賞者 37 名を代表
して山本初子様が謝
辞を述べられました。

No.815� 令和3年10月25日

　

十
日
町
会
場　

開
式
前

◦
開
式
宣
言

　
　

樋
口
具
範�
実
行
委
員
長

　
　
（
十
日
町
市
中
央
公
民
館
長
）

村
上
会
場

　

村
上
市
会
場　

開
式
前

　

村
上
市
会
場　

表
彰
式
の
様
子

　

村
上
市
会
場　

講
演
の
様
子

佐
渡
会
場

　

開
会
の
あ
い
さ
つ

　
　

新
潟
県
公
民
館
連
合
会

　
　

市
橋
秀
紀�

会
長

　
　
（
佐
渡
市
公
民
館
長
）

　

永
年
勤
続
者
表
彰　

代
表

　
　

山
本
初
子�

様

　
　
（
佐
渡
市
小
木
地
区
公
民
館
）

◦
開
会
式
前

　

開
式
前
の
通
信
テ
ス
ト

　

�

ホ
ス
ト
の
十
日
町
市
と
佐
渡
市
・

新
潟
市
の
通
信
テ
ス
ト

第
71
回
新
潟
県
公
民
館
大
会
を

振
り
返
っ
て

「
第
71
回
新
潟
県
公
民
館
大
会
」

写
真
で
振
り
返
る 

　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
昨
年
度

か
ら
延
期
に
な
っ
て
い
た
第
71
回
新

潟
県
公
民
館
大
会
兼
中
越
地
区
公
民

館
研
究
大
会
が
十
日
町
市
越
後
妻
有

文
化
ホ
ー
ル
段
十
ろ
う
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

〈
大
会
主
題
〉

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
と

　
公
民
館
の
役
割
を
考
え
る

　
～
「
ひ
ら
く
」「
つ
な
が
る
」

　
　
　
を
強
化
し
た
公
民
館 

～

十
日
町
会
場
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４ 提言〜地域コミュニティの活力を活かすには〜

（１） WITHコロナの時代
〜公民館の活動改革の時代へ〜

＊ コロナによる分断は・・新しい「協調」や「連帯」を生み出して行く

公民館は，地域住民の新しい「協調」「連帯」の拠点

（２） 関係機関と「つながり」地域課題解決
＊ 地域コミュニティづくりは、地域の「人と人」「機関団体」
の総合力

＊ 「自助」「共助」「公助」の活動へ（何でも行政は終焉！）
＊ 公民館が「コーディネーター」としての役割を果たす。
＊ 「つながる」には「社会教育委員の会、公民館運営審議
会」等を活用「まちづくり協議会」「社会福祉協議会」等へ
広げていく。 23

楽しい公民館へ〜楽しくないと人は集わない！

＊ 住民が気軽に集える場にしていく

学びの案内をする、

学びの仲間を地域活動に案内する

明るく！楽しく！無理なく！持続可能な活動！

ご清聴ありがとう御座いました。

心から感謝です。 24

No.815� 令和3年10月25日

日
町
市
で
は
た
い
へ
ん
な
ご
苦
労
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
市
町

村
が
参
加
す
る
た
め
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
が
う

ま
く
接
続
で
き
る
よ
う
に
と
8
月
31

日
（
十
日
町
市
、
佐
渡
市
、
新
潟
市
）、

大
会
前
日
と
当
日
の
午
前
中
の
通
信

テ
ス
ト
を
行
い
大
会
に
備
え
ま
し
た
。

　

講
師
の
古
市
先
生
か
ら
は
「
新
潟

に
行
け
な
く
て
残
念
で
す
。
ま
た
、

機
会
が
あ
っ
た
ら
新
潟
に
行
き
た

い
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
新
潟
市
で
第
72
回
県

公
民
館
大
会
開
催
の
予
定
で
す
。
コ

ロ
ナ
感
染
が
終
息
し
て
多
く
の
方
が

参
加
で
き
る
大
会
と
な
る
よ
う
願
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。�

（
広
瀬
）

新
潟
会
場

　

閉
会
の
あ
い
さ
つ

　
　

新
潟
県
公
民
館
連
合
会

　
　

渡
部
和
人�

副
会
長

　
　
（
新
潟
市
中
央
公
民
館
長
）

　

初
め
て
の
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
と
い
う

こ
と
で
、
ホ
ス
ト
会
場
と
な
っ
た
十

話
人

　
　
　

�

福
岡
教
育
大
学
非
常
勤
講

師
・
福
岡
県
立
社
会
教
育
総

合
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
長

　

講
師

　
　

古
市
勝
也�

氏

　
　
　

九
州
共
立
大
学
名
誉
教
授

　
　
　

�

中
国
・
四
国
・
九
州
地
区
生

涯
教
育
実
践
研
究
交
流
会
世

十
日
町
会
場　

講
演

　

演
題

　
　

�「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
力
を

活
か
す
た
め
に
公
民
館
が
す
る

べ
き
役
割
と
は
」

氏　名 所　属

１ 池
いけ

田
だ

　正
まさ

夫
お

糸魚川市能生地区公民館

２ 井
い

伊
い

　正
まさ

憲
のり

糸魚川市西能生地区公民館

３ 小
こ

林
ばやし

　あゆみ 糸魚川市西海地区公民館

４ 加
か

藤
とう

　園
その

子
こ

糸魚川市根知地区公民館

５ 伊
い

藤
とう

　　務
つとむ

上越市名立地区公民館

６ 岩
いわ

本
もと

　富
ふ

士
じ

男
お

上越市名立地区公民館

７ 佐
さ

藤
とう

　あや子
こ

上越市名立地区公民館

８ 塚
つか

田
だ

　喜
き

代
よ

美
み

上越市名立地区公民館

９ 長
なが

﨑
さき

　一
かず

秋
あき

上越市名立地区公民館

10 米
よね

山
やま

　文
あや

子
こ

三条市中央公民館

11 山
やま

田
だ

　宏
ひろ

髙
たか

三条市下田公民館

12 小
お

川
がわ

　千
ち

代
よ

子
こ

三条市栄公民館

13 水
みず

科
しな

　美
み

和
わ

子
こ

三条市栄公民館

14 岡
おか

田
だ

　陽
よう

子
こ

三条市本成寺公民館

15 金
かね

子
こ

　優
ゆう

子
こ

三条市嵐南公民館

16 高
たか

橋
はし

　藍
あい

子
こ

三条市嵐南公民館

17 大
おお

久
く

保
ぼ

　有
ゆ

美
み

三条市嵐南公民館

18 髙
たか

橋
はし

　克
かつ

美
み

南魚沼市中央公民館

19 中
なか

野
の

　貞
さだ

雄
お

加茂市公民館

20 櫻
さくらい

井　美
み

奈
な

子
こ

加茂市公民館

21 清
し

水
みず

　芳
よし

秀
ひで

燕市小池公民館

22 沖
おき

坂
さか

　弘
ひろ

子
こ

燕市小池公民館

23 片
かた

岡
おか

　　衛
まもる

燕市藤の曲公民館

24 渡
わた

邉
なべ

　　繁
しげる

燕市小中川公民館

25 遠
えん

藤
どう

　達
たつ

実
み

出雲崎町中央公民館

26 山
やま

本
もと

　　悟
さとる

五泉市川東公民館

27 渡
わた

邉
なべ

　和
かず

正
まさ

佐渡市畑野地区公民館

28 山
やま

本
もと

　初
はつ

子
こ

佐渡市小木地区公民館

29 笠
かさ

井
い

　　由
ゆかり

新潟市北地区公民館

30 佐
さ

藤
とう

�久
く

美
み

子
こ

新潟市曽野木地区公民館

31 廣
ひろ

田
た

　房
ふさ

子
こ

新潟市横越地区公民館

32 渡
わた

辺
なべ

　正
まさ

雄
お

新潟市坂井輪地区公民館

33 高
たか

橋
はし

　真
ま

規
き

子
こ

新潟市坂井輪地区公民館

34 齋
さい

藤
とう

　美
み

尾
お

新潟市坂井輪地区公民館

35 笹
ささ

川
がわ

　裕
ひろ

子
こ

新潟市黒埼地区公民館

36 坂
さか

井
い

　眞
ま

由
ゆ

美
み

新潟市黒埼地区公民館

37 坂
さか

西
にし

　郁
いく

子
こ

新潟市小針青山公民館

❖令和3年度 県大会永年勤続者表彰受賞者名簿❖
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必
要
性
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
公
民
館
の
基
本
的
機
能
で
あ
る

｢

集
う
・
学
ぶ
・
結
ぶ｣

は
、
ま
さ
に

高
齢
化
社
会
の
生
活
の
基
本
と
い
え

ま
す
。
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
る
と
同
時
に
、
社
会
環
境
の
変
化

に
マ
ッ
チ
し
た
公
民
館
活
動
を
展
開

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛

感
し
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
活
動
に
夢
託
す
。
町
民
の
熱

い
、
熱
い
想
い
で
あ
る
。

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

私
も
恥
ず
か
し
な
が
ら
60
の
手
習

い
、
ぼ
け
防
止
と
考
え
、
折
り
紙
ク
ラ

ブ
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

足
手
ま
と
い
と
知
り
つ
つ
、
懇
切
丁
寧

な
先
生
の
御
指
導
と
会
員
の
温
か
な
受

け
入
れ
に
感
謝
し
な
が
ら
毎
回
楽
し
く

折
り
紙
と
格
闘
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
長
生
学

園
の
活
動
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
き
ま
し
た
。
反
面
、
こ
の
機
会
に
従

来
の
生
活
様
式
が
徹
底
的
に
見
直
さ
れ

た
こ
と
は
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ

り
。
ま
さ
に｢

禍
転
じ
て
福
と
な
す｣

に
結
び
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
、
日
頃
の
公
民
活
動
の
重
要
性
、

　

津
南
町
公
民
館
事
業
の
一
つ
に
、
昭

和
40
年
に
発
足
し
た
高
齢
者
学
級
（
長

生
学
園
）
が
現
存
し
、
今
な
お
10
の
趣

味
ク
ラ
ブ
を
擁
し
会
員
数
も
百
十
数
名

を
維
持
し
て
、
全
体
活
動
・
個
別
活
動

を
展
開
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
長
生
学
園
は
、
新
時
代
を
生
き

る
生
活
人
と
し
て
、
高
齢
者
の
生
活
意

識
の
高
揚
、
健
康
で
楽
し
い
生
活
を
送

る
た
め
の
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
て

い
た
だ
く
た
め
に
発
足
し
た
事
業
で

す
。
爾
来
、
50
数
年
の
変
遷
を
経
て
ク

ラ
ブ
も
新
感
覚
の
要
望
を
取
り
入
れ
て

会
員
の
確
保
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
カ

ラ
オ
ケ
、
絵
手
紙
、
折
り
紙
、
バ
ン
ド

ク
ラ
フ
ト
な
ど
が
こ
こ
数
年
内
に
新
設

「公民館活動に夢を託す」
　津南町公民館長　内山　純一

各地区代議員会・研修会の開催
⃝第２回下越地区公民館連合会代議員会
　日時：令和３年11月17日（水）14：00～
　会場：新発田市生涯学習センター
　内容：次年度事業について
⃝第２回中越地区公民館連合会代議員会
　日時：令和３年11月18日（木）15：30～
　会場：長岡市長岡地域振興局会議室

　内容：令和３年度事業・会計中間報告
　　　　令和４年度役員案・事業計画案・予算案について等
⃝下越地区公民館職員研修会
　日時：令和３年11月24日（水）10：00～16:00
　会場：�新発田市立歴史図書館、
　　　　新発田駅前複合施設（イクネスしばた）
　内容：・研修１　「城下町まち歩き」の取組
　　　　・研修２　複合施設における事業等の取組
　　　　・情報交換

す
。
さ
ら
に
年
１
回
程
、
豊
栄
短
歌

会
の
会
員
様
と
合
同
短
歌
会
を
開
催

し
、
交
流
を
深
め
て
お
り
ま
す
。
そ

ん
な
活
動
の
一
環
と
し
て
、
歌
を
ま

と
め
、
小
冊
子
と
し
て
発
行
を
続
け

て
２
年
程
前
に
二
百
号
に
達
し
ま
し

た
。
時
を
同
じ
く
し
て
別
冊
二
百
号

記
念
誌
を
発
行
し
ま
し
た
。
そ
の
会

も
や
が
て
20
年
に
達
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
日
本
の
文
化
と
し
て

千
三
百
年
以
上
も
の
間
続
い
て
い
る

歌
を
詠
み
、
さ
ら
な
る
極
み
に
達
す

る
事
を
夢
見
な
が
ら
近
隣
市
町
村
か

ら
参
加
さ
れ
て
い
る
会
員
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
聖
籠
町
短
歌
会
を
育
て
て

い
け
た
ら
と
、
日
々
研
鑽
し
て
お
り

ま
す
。�

（
小
栁
正
平�

記
）

の
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
が
、
会
が
解

散
し
、
そ
の
跡
を
つ
ぐ
形
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
平
成
13
年
の
事
で
す
。

聖
籠
町
文
化
団
体
27
団
体
の
一
員
と

し
て
活
動
を
続
け
て
今
日
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
有
志
の
御
紹
介
で
村
上

の
阿
部
昌
彦
先
生
を
講
師
と
し
お
願

い
し
て
、
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
毎
月
１
回
、
例
会

を
聖
籠
町
公
民
館
で
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
席
で
会
員
の
指
導
、
助

言
を
得
て
歌
の
詠
み
方
表
現
の
仕
方

を
学
ん
で
お
り
ま
す
。
又
、
年
１
回

程
近
隣
の
文
化
資
料
館
等
を
訪
ね

会
員
の
知
識
向
上
に
努
め
て
お
り
ま

聖
籠
町
短
歌
会

　
万
葉
集
に
あ
こ
が
れ
て

 

（
聖
籠
町
）

　

私
た
ち
聖
籠
町
短
歌
会
は
当
初
白

菊
会
と
し
て
活
動
し
、
数
十
年
余
り
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実
践
記
録
シ
リ

ー
ズ

【ボードゲーム】
200 種類以上あるボードゲームの
中からお目当てのゲームを見つけ
ました♬

【ロボットプログラミング】
ロボットに簡単な指令から難しい
指令まで、親子で相談しながらプ
ログラミングしました。

【空き箱工作 フェア
リーズ】
木梨憲武さんで有名
なフェアリーズ。
個性豊かな作品が集
まりました！

【メルトビーズアクセサリー】
ビーズを型にはめてオーブン
で焼き上げました。綺麗なブ
ローチの出来上がり！

【陶芸】
会場を体育館に
設定し、ソーシャルディスタンス
を確保してゆったり作陶しました。

No.815� 令和3年10月25日

　

い
ず
れ

の
講
座
も

感
染
対
策

を
講
じ
、

人
数
制
限

を
設
け
な

が
ら
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

申
込
み
を
い
た
だ
い
た
た

め
、
定
員
を
上
回
り
お
断
り

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
講
座

も
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
方
か

ら
は
「
ま
た
参
加
し
た
い
」

と
い
う
声
を
多
数
い
た
だ

き
、
私
た
ち
公
民
館
職
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
こ
の

10
月
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
延
期
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
12
月
に
開
催
で
き
る
よ
う
係
で
相
談
中
で
す
。

お
わ
り
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し
た
際
に
は
、
お
菓
子
作
り

等
の
飲
食
を
伴
う
講
座
も
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
公
民
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
「
き
っ
か
け
」
と
な
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
楽
し
い
講
座
を
計
画
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

内
容
は
若
年
層
や
親
子
向
け
を
意
識
し
、
な
る
べ
く
過
去
に

開
催
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
の
講
座
だ
け
で
な
く
「
既
存
の
講
座
を
知
っ
て

も
ら
う
場
」
と
し
て
、
冒
頭
で
も
ご
紹
介
し
た
公
民
館
講
座
の

中
か
ら
「
生
け
花
」
や
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」、「
英

会
話
」
等
も
開
催
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
10
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
公
民
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
、
令
和
３
年
８
月
で
６
回
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◦�

メ
ル
ト
ビ
ー
ズ
ア
ク

セ
サ
リ
ー

◦�

陶
芸
体
験
（
２
回
開

催
）

◦�

木
の
実
工
作
、
空
き

箱
工
作
「
フ
ェ
ア

リ
ー
ズ
」

◦�
生
け
花
・
華
道

◦�
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
・
プ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

◦�

グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ

カ
ー
ド
作
り（
工
作
）

◦�

ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り

作
り
（
工
作
）　

◦�

ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
体
験

◦�

紙
粘
土
で
作
る
雛
飾
り
・
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
（
工
作
）

◦�

英
会
話

◦�

お
花
紙
で
作
る
桜
の
リ
ー
ス
（
工
作
）

◦�

ス
ケ
ル
ト
ン
う
ち
わ
作
り
（
工
作
）

◦�

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

◦�

お
菓
子
の
袋
で
ポ
ー
チ
作
り
（
工
作
）

は
じ
め
に

　

五
泉
市
公
民
館
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
「
さ
く
ら
学

園
」
や
「
白
寿
大
学
」、
五
泉
市
の
生
涯
学
習
指
導
者
に
登
録

し
て
い
る
方
が
講
師
と
な
っ
て
学
習
機
会
の
場
を
提
供
す
る

「
き
な
せ
や
楽
習
大
学
」
な
ど
様
々
な
講
座
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
十
年
以
上
続
い
て
い
る
公
民
館
講
座
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
長
く
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
講
座
が
あ
る

一
方
で
、
新
し
い
講
座
の
開
設
に
は
い
つ
も
頭
を
悩
ま
せ
て
い

ま
す
。

　

ど
ん
な
講
座
を
開
催
し
た
ら
沢
山
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
え

る
の
か
、
ど
ん
な
講
座
を
開
催
し
た
ら
若
い
人
が
参
加
し
て
く

れ
る
の
か
。

　

係
内
で
話
し
合
い
、令
和
２
年
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
公

民
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

公
民
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は

〈
対　

象
〉
小
学
生
以
上�

～�

大
人
ま
で

〈
参
加
費
〉
100
円�+

�

講
座
に
応
じ
た
材
料
費

〈
定　

員
〉
１
講
座
10
名
程
度

〈
申　

込
〉
事
前
申
込
制
（
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
）

　

公
民
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
公
民
館
の
各
部
屋
を
会
場
と

し
、
１
日
に
２
～
３
つ
の
体
験
講
座
を
同
時
進
行
で
開
催
し
ま

す
。
講
座
の
種
類
に
よ
っ
て
は
午
前
・
午
後
の
２
部
制
で
開
催

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

五
泉
市
公
民
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

五
泉
市
公
民
館
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寄
贈
図
書
紹
介
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編集後記

　日ごとに秋を感じる季節となりました。秋の楽しみ方はいろいろありますが、私は弥彦村のもみじ
谷の紅葉と菊まつりを見に行くことを毎年楽しみにしています。この２年間コロナ禍でいくことが
できませんでした。今年こそはと楽しみにしています。新型コロナウイルス感染拡大に注意しながら、
皆様それぞれの秋を満喫しましょう。� （広瀬）

　
佐
渡
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

 

社
会
教
育
・
学
校
地
域
連
携
係
　
松
本
　
亜
紀
さ
ん

　

今
年
の
４
月
か
ら
佐
渡
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教

育
・
学
校
地
域
連
携
係
に
席
を

置
い
て
い
る
松
本
亜
紀
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

　

８
年
ぶ
り
に
社
会
教
育
課
勤
務
と
な
る
松
本
さ
ん
は

社
会
教
育
や
公
民
館
事
業
に
関
す
る
こ
と
を
中
心
に
、

成
人
式
や
新
潟
県
美
術
展
覧
会
な
ど
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

多
忙
な
毎
日
を
送
り
な
が
ら
、
持
ち
前
の
明
る
さ
と

親
し
み
や
す
さ
で
、
職
場
を
い
つ
も
明
る
く
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
松
本
さ
ん
は
社
会
教
育
主
事
と
し
て
、
昨
今

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
公
民
館

事
業
や
成
人
式
な
ど
、
例
年
ど
お
り
の
開
催
が
難
し
い

状
況
で
す
が
、
こ
う
し
た
中
で
あ
っ
て
も
「
ど
う
し
た

ら
で
き
る
の
か
」「
ど
う
し
た
ら
参
加
者
が
楽
し
め
る
か
」

を
第
一
に
考
え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
し
い
社
会
教
育
の

在
り
方
を
考
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
む
松
本
さ
ん
で
す
が
、
く

れ
ぐ
れ
も
無
理
を
せ
ず
、
健
康
に
は
気
を
付
け
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

〔
佐
渡
市
教
育
委
員
会�

社
会
教
育
課

�
�

社
会
教
育
・
学
校
地
域
連
携
係　

片
野�
優
人�
記
〕

素顔拝見

素顔拝見素顔拝見 第43回全国公民館研究大会・
第61回関東甲信越静公民館研究大会山梨大会
テーマ
「�公民館がつなげる地域の人・もの・こと＆MIRAI�
� ～しなやかな公民館活動をめざして～」
日　時：�10月29日（金）10時〜
　　　　�令和４年度全国・関ブロ大会が開催される

まで、全国公民館連合会ホームページにて
オンデマンド配信されます。

内　容：⑴全体会
　　　　　①�基調講演「歴史を踏まえた地域づくり」
　　　　　　講　師：笹本正治�氏
　　　　　②�山梨県事例発表「次世代へつなぐ地域

文化遺産の継承」
　　　　　　発表者：岡田みどり�氏

「
碑
文
第
18
号
」　
「
信
江
第
59
号
」 

十
日
町
市
吉
田
公
民
館

　

十
日
町
市
吉
田
公
民
館
の
碑
文
第
18
号
、
信
江
第
58
号
を
紹
介
し

ま
す
。

　

碑
文
第
18
号
は
、「
大
正
・
昭
和
・
平
成
・
令
和
の
四
世
代
に
わ

た
る
厳
し
い
幾
星
霜
に
生
き
た
人
達
の
証
言
」
と
い
う
こ
と
で
、
内

容
は
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
た
も
の
や
人
生
で
大
切
に
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
信

江
59
号
は
、
作
文
・
俳
句
・
川

柳
・
特
別
寄
稿
で
編
集
さ
れ
て

い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

十
日
町
市
吉
田
公
民
館


